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学校番号 302 

 

平成 31 年度 府立夕陽丘高等学校 外国語 シラバス（指導と評価の年間計画） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 3 
第 1 学年 

（普通科） 

PRO-VISIONⅠ 
PRO-VISIONⅠWorkbook 
English Central 
英単語・熟語 コーパス 3000 
Speaking Gym Basic  
Listening Laboratory Basic  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業では、「聞く」「読む」「話す」「書く」の４技能をバランスよく伸ばすことを目指しています。 

教科書やそれに関連する内容について理解し、それに基づいて様々な言語活動を取り入れていきます。 

まず英語で何か話してみるということを大切に、積極的に授業に参加してください。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

1.身近なトピック

について、情報や

考えに関する質

問に答えること

ができる。 

2.自分や身の回り

のことについて

説明することが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

英語表現Ⅰ 

授業中の活

動 

スピーキン

グテスト 

 

1.学習した言語材料

を使って考えや情

報について、簡単

な英文を書くこと

ができる。 

2.身近なトピックに

ついて、読んだり

した内容に対する

意見を書くことが

できる。 

 

コミュ英Ⅰ 

英語表現Ⅰ 

授業中の活

動 

エッセイテ

スト 

定期考査 

 

1.身近なトピック
について話され
る英文を聞いて
理解することが
できる。 

2.ネイティブスピ
ーカーが聞き手
を意識して、スピ
ードやポーズに
配慮して話をす
れば、指示や説明
のおおよその内
容を理解するこ
とができる。 

コミュ英Ⅰ 

英語表現Ⅰ 

授業中の活

動 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

1.身近なトピックにつ
いて書かれた英文を
読んで、内容の大筋
を理解することがで
きる。 

2.簡単な評論や物語を
読んで情報を読み取
ったり、重要な点や
つながりを理解する
ことができる。 

3.まとまりのある英文
を聞き手に伝わるよ
うに音読したり、暗
唱したりすることが
できる。 

コミュ英Ⅰ 

英語表現Ⅰ 

授業中の活

動 

音読テスト 

暗唱テスト 

レシテーシ

ョンコンテ

スト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心をもち、

積極的に言語活動を行い、コミュニ

ケーションを図ろうとしているかを

的確に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話

すこと」と「書くこと」の

到達目標を的確に評価で

きる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞

くこと」と「読むこと」の到

達目標を的確に評価できる

方法で実施。 

英語やその運用についての知識を身

に付けているとともに、その背景に

ある文化などを理解しているかどう

かを的確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

単元 

(配当時) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

(8 時間) 

iPS 細胞を作製

した山中伸弥

博士の半生と，

夢を追い求める

ための座右の

銘を伝える．興

味・関心と適性

を生かし，自ら

の進むべき道

を開拓し，努力

する人物を紹

介する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判 
断材料として活用 
する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判 
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・iPS 細胞に関する内容を、

聞くことや読むことで理

解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

iPS 細胞についての

題材の内容を理解

する。 

・iPS 細胞に関する内容

を適切に理解してい

る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・基本的な文のパターンや間

接疑問文について理解す

る。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・基本的な文のパター

ンや間接疑問文につい

て理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson ２ 

(8 時間) 

世界に広がっ

た日本のお弁

当文化を紹介

する．日本の伝

統文化のもつ

可能性を考え，

他国の文化に

対する考え方

や感じ方を深め

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判 
断材料として活用 
する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判 
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・お弁当文化に関する内容

を、聞くことや読むことで

理解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

お弁当文化につい

ての題材の内容を

理解する。 

・お弁当文化に関する内

容を適切に理解してい

る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・現在完了形や過去完了形に

ついて理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・現在完了形や過去完

了形について理解して

いる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 
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単元 

(配当時間) 

 
題材内容 

 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

(8 時間) 

女性マラソン
ランナーの先
駆者の一人

であるキャサ
リン・スウィッ
ツァー氏の経

験を通じ，男
女の平等を
重んじ，より

良い社会の
実現のため
に主体的に

社会にかか
わることの重
要性を伝え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、互

いに協力しながら会話

や音読、内容の確認を積

極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、内
容に関するリテリング
を積極的に行っている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・キャサリン・スウィッツァ

ー氏の経験から男女平等

の重要性に関する内容を、

聞くことや読むことで理

解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

男女平等について

の題材の内容を理

解する。 

・キャサリン・スウィッツ

ァー氏の経験から男女

平等の重要性に関する

内容を、適切に理解して

いる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・助動詞や疑問詞＋to do に

ついて理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現の

意味を理解している。 

・助動詞や疑問詞＋to do

について理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 

Lesson ４ 

(8 時間) 

ビーバーが
生態系にお

いて果たす
重要な役割
について学

習し，環境保
全について
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ビーバーが生態系において

果たす重大な役割に関す

る内容を、聞くことや読む

ことで理解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

ビーバーについて

の題材の内容を理

解する。 

・ビーバーが生態系にお

いて果たす重大な役割

に関する内容を適切に

理解している。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・受動態や関係代名詞 what

について理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・受動態や関係代名詞

what について理解し

ている。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 
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単元 

(配当時間) 

 
題材内容 

 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

(8 時間) 

チョコレート
にまつわる
文化や歴史

を学習し，広
範な知識と
多様な物の

見方を身に
付ける。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や

意見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテン

スやキーワードの

メモを元に、パラ

グラフおよび、全

文の内容を伝えあ

う。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・チョコレートにまつわる文

化や歴史に関する内容を、

聞くことや読むことで理

解する。 

・ペアワークなどに

おいてセクション

ごとに内容を確認

し、チョコレート

についての題材の

内容を理解する。 

・チョコレートにまつわ

る文化や歴史に関する  

内容を適切に理解して

いる。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・不定詞や形式目的語 it につ

いて理解する。 

・本文中で用いられ

て 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・不定詞や形式目的語 it

について理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ６ 

(8 時間) 

ベネズエラの音

楽教育システ

ム「エル・システ

マ」について紹

介する．自主及

び自律の精神

を養うこと，ま

た，社会全体が

負う課題と個人

が果たすべき

責任について

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や

意見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテン

スやキーワードの

メモを元に、パラ

グラフおよび、全

文の内容を伝えあ

う。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

・エル・システマに関する内

容を、聞くことや読むこと

で理解する。 

・ペアワークなどに

おいてセクション

ごとに内容を確認

し、エル・システ

マについての題材

の内容を理解す

る。 

・エル・システマにまつ

わる内容を適切に理解

している。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題によ
り、内容理解ができ
ているかを判断す
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・使役や動名詞について理解

する。 

・本文中で用いられ

て 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・使役や動名詞について

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 
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単元 

(配当時間) 

 
題材内容 

 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

(8 時間) 

植物と動物の

間及び植物同

士の間で行わ

れているコミュ

ニケーションに

ついての記述を

通じ，自然の驚

異を学習し，生

命の尊さ，環境

の保全の重要

性を考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、互

いに協力しながら会話

や音読、内容の確認を積

極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、内
容に関するリテリング
を積極的に行っている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・植物と動物の間及び植物同

士の間で行われているコ

ミュニケーションに関す

る内容を、聞くことや読む

ことで理解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

植物同士の間で行

われているコミュ

ニケーションにつ

いての題材の内容

を理解する。 

・植物と動物の間及び植物

同士の間で行われてい

るコミュニケーション

に関する内容を適切に

理解している。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・分詞構文や知覚動詞につい

て理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現の

意味を理解している。 

・分詞構文や知覚動詞につ

いて理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 

Lesson ８ 

(8 時間) 

マララ・ユスフ

ザイ氏の国連

での演説を読

む．より良い社

会の実現のた

めに，社会全体

が負う課題と個

人が果たすべ

き責任について

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容について、

ペアで感想や意見を

伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら会

話や音読、内容の確認

を積極的に行っている 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメモ

を元に、パラグラフ

および、全文の内容

を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリン
グを積極的に行ってい
る。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・マララ・ユスフザイ氏の演

説の内容を、聞くことや読

むことで理解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションごと

に内容を確認し、マ

ララ・ユスフザイ氏

についての題材の内

容を理解する。 

・マララ・ユスフザイ氏

の演説の内容を適切に

理解している。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・関係代名詞や関係副詞、比

較について理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確

認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・関係代名詞や関係副詞

比較について理解して

いる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 
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単元 

(配当時間) 

 
題材内容 

 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

(8 時間) 

雪の結晶が生
成されるメカニ
ズムなどを学習

する．興味・関
心を喚起し，真
理を求める態

度を養う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容につい

て、ペアで感想や意

見を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話や音読、内容の確

認を積極的に行って

いる 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメ

モを元に、パラグラ

フおよび、全文の内

容を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリ
ングを積極的に行っ
ている。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・雪の結晶が生成されるメカ

ニズムについての内容を、

聞くことや読むことで理

解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションご

とに内容を確認し、

雪の結晶が生成さ

れるメカニズムに

ついての題材の内

容を理解する。 

・雪の結晶が生成される

メカニズムについて

の内容を適切に理解

している。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・関係代名詞の非制限用法や

比較について理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を

確認する。 

・本文中の重要語や表現

の意味を理解してい

る。 

・関係代名詞の非制限用

法や比較について理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 10 

(8 時間) 

科学的な測定

を使って，5,300

年前に亡くなっ

た男のミイラか

ら，有史以前の

人類の生活を

探る．興味・関

心を喚起し，真

理を求める態

度を養う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、互い

に協力しながら会話や音

読、内容の確認、リテリン

グなどを行う。 

・全体の内容について、

ペアで感想や意見を

伝えあう。 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話や音読、内容の

確認を積極的に行っ

ている 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・ペアワークにおいて、内容

に関するリテリングを行

う。 

・トピックセンテンス

やキーワードのメモ

を元に、パラグラフ

および、全文の内容

を伝えあう。 

・ペアワークにおいて、
内容に関するリテリ
ングを積極的に行っ
ている。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

・氷河の中でミイラとなった

男の話を通じて有史以前

の人類の生活に関するこ

とを、聞くことや読むこと

で理解する。 

・ペアワークなどにお

いてセクションごと

に内容を確認し、有

史以前の人類の生活

についての題材の内

容を理解する。 

・氷河の中でミイラと

なった男の話を通じ

て有史以前の人類の

生活の内容を適切に

理解している。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題によ
り、内容理解ができ
ているかを判断す
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中の重要語や表現の意

味を理解する。 

・仮定法や同格の that につ

いて理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確

認する。 

・本文中の重要語や表

現の意味を理解して

いる。 

・仮定法や同格の that

について理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 
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レ シ テ ー

ション 

(5 時間) 

マララ・ユスフ

ザイ氏のスピー

チ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな  

い） 

（本単元では設定しな

い） 

（本単元では設定しな

い） 

 

「外国語表現の能力」 

・文の区切れ、イントネーシ

ョン・リズム・発音を意識

しての音読を行う。 

・マララ氏の動画や音

声教材を用いて、英

語らしい音を意識す

る。 

・文の区切れ、イント
ネーション・リズ
ム・発音を意識して
の音読を行ってい
る。 

・授業内で実施する暗
唱テストで判断する。 

「外国語理解の能力」 

・スピーチの内容を聞くこと

や読むことで理解する 

・スピーチの内容を再

確認する。 

・スピーチ内容を理解

している。 

・ワークシートを 
提出させ、その内 
容を取組状況の判
断材料として活用
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定しな  

い） 

（本単元では設定しな

い） 

（本単元では設定しな  

い） 

 

 


